
　12月2日に行われた川口マラソンに参加いたしました。8月に申し込みをしてから約4か月、ま
ともに練習ができなかったこともあり、出場するかは当日まで迷いましたが、柔道整復師会の
ボランティアさんに痛めている足のテーピングをしていただいたことも手伝って、なんとか10
キロを完走することができました（ちなみに、昨年は怪我で棄権しました）。当日はスタッフのみ
なさま、ボランティアのみなさま、そして沿道で応援をしてくださった多くの方にお声掛けをい
ただき、遅いなりに楽しく走ることができました。関係したすべてのみなさまにこの場をお借り
して御礼を申し上げます。
実は私は子どものころからスポーツはしていましたが、長距離走と水泳だけは苦手で、昔はい
やいや走っていました。しかし、こうして成績などを気にせず、沿道の方々との交流を持ちなが
ら走ると、楽しいものですね。
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［ 平成30年12月議会において一般質問をいたしました ］

■認知症対策について
認知症サポーター養成講座の内容はあくまでも入門的なもの。実際に認知症の方やその家族を支えた
いと考えている方にはさらに知識を深めていただけるよう、現在、数か所の地域包括支援センターで行
っている認知症サポーターステップアップ講座を全市的に実施していただけないか。

認知症サポーター養成講座の修了者に対し、専門知識や具体的な関わりかたを学んでいただくステッ
プアップ講座は、認知症への理解を深め、地域で認知症の方を支えるための取り組みとして大変重要な
こと。現在、5つの地域包括支援センターでステップアップ講座を開催しているが、今後はより多くの方に
参加いただけるよう、受講機会を増やしていきたい。
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Q
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■夜間、休日保育の実施について

様々な事情を抱え、夜間や休日に保育を必要とする方々への対応は、選ばれるまちづくりの実現の一つ
として掲げられるべき課題である。市としてのお考えをお聞かせいただきたい。

様々な事情を捉えた市民の多様なニーズに対応していくことは重要であり、選ばれるまちの実現につなが
るものと認識している。
　現在、平成32年度からの「第2期川口市子ども・子育て支援事業計画」の策定に向け、ニーズ調査を実
施している。この調査の中では保育量の需要のほかに、休日・夜間保育への対応を含めた多様な保育ニ
ーズに関するアンケートを行っており、今後、ニーズを見極めながら、計画の中にその需要を盛り込むと
ともに、効果的な施策の構築に努めていく。

A
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■コンセント付き太陽光発電LED証明の設置について

大規模災害発生時にはスマートフォンなどからインターネットを利用した安否確認が有効となるが、電
源が切れてしまってはそれも難しくなる。そこで、市内避難所等に太陽光発電の可能なコンセント付き太
陽光発電LED照明を設置できないか。

災害発生時に避難所の電力供給手段を確保することについては避難者の生活環境向上の観点から大
変重要。電力供給を多様化することは、より安全安心な避難所の生活につながることから、コンセント付
き太陽光発電LED照明の設置について関係部局と調整を図っていきたい。A




